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くい点から、最寄り駅徒歩 15分圏で、かつ住戸専有面積 18㎡から 100㎡未満の物件を
抽出条件としている。


























　このモデルを基準にエリア別に 17モデルの作成を行った。例えば、エリア NOの 1の
表 2：エリア分類
項　　目 抽出基準
建 物 構 造 RC造・SRC造
駅 距 離 駅徒歩 15分
住 宅 面 積 18㎡以上～ 100㎡未満
期 間 1999年 1月～ 2006年 3月
NO エリア名 駅　　名





 3 月島・勝どき 月島　勝どき
 4 赤坂・六本木 神谷町　六本木　赤坂　乃木坂六本木 1丁目
 5 広尾・麻布 広尾　麻布十番
 6 三田・芝公園 大門　三田　御成門　芝公園　田町赤羽橋　浜松町
 7 白金・高輪 泉岳寺　高輪台　白金台　白金高輪
 8 新宿 新宿　新宿御苑前　西武新宿　西新宿東新宿　代々木　新宿三丁目
 9 曙橋・若松河田 曙橋　四谷三丁目　若松河田　牛込柳町
 10 飯田橋・神楽坂 江戸川橋　神楽坂　飯田橋　牛込神楽坂
 11 青山・原宿 原宿　明治神宮前　表参道　外苑前青山一丁目
 12 渋谷・恵比寿 恵比寿　渋谷　神泉　代官山
 13 代々木 初台　代々木公園　幡ヶ谷　参宮橋代々木上原　代々木八幡
 14 春日・白山 後楽園　千石　白山　春日
 15 中目黒・自由が丘 中目黒　祐天寺　学芸大学　都立大学自由が丘
 16 池尻大橋・二子玉川 池尻大橋　三軒茶屋　駒澤大学　桜新町二子玉川　用賀
























プごとにシングルは 25㎡、コンパクトは 45㎡、ファミリーは 75㎡と定めた。住戸面積
以外はどのエリア・面積タイプにおいても同一とした。すなわち、駅はエリアモデルの基
準駅とし、駅からの距離は徒歩 6分、所在階は 4階、築年数 10年とした。また、時点ダ









































㎡単位家賃 シングル コンパクト ファミリー
最高家賃  5,664.72  4,389.83  4,532.47 
最低家賃  3,617.54  3,158.15  2,946.96 
差  2,047.18  1,231.68  1,585.51 
図 2：面積タイプの㎡単位価格帯と平均
NO エリア シングル コンパクト ファミリー
 1 四ッ谷・麹町  2 （位） 7 （位） 5 （位）
 2 日本橋・人形町  13  13  13 
 3 月島・勝どき  11  15  15 
 4 赤坂・六本木  5  5  4 
 5 広尾・麻布  3  2  3 
 6 三田・芝公園  7  4  10 
 7 白金・高輪  12  9  8 
 8 新宿  8  10  17 
 9 曙橋・若松河田  16  16  6 
 10 飯田橋・神楽坂  14  12  14 
 11 青山・原宿  1  1  1 
 12 渋谷・恵比寿  4  3  2 
 13 代々木  9  6  7 
 14 春日・白山  15  14  12 
 15 中目黒・自由が丘  6  8  9 
 16 池尻大橋・二子玉川  10  11  11 








　エリアの「四ツ谷・麹町 ｣｢ 赤坂・六本木 ｣「広尾・麻布」「青山・原宿 ｣｢ 渋谷・恵比
寿 ｣に関しては、どのタイプも高い順位を示していることがわかる。一方で、「日本橋・




NO エリア シングル コンパクト ファミリー2002 － 2006 2002 － 2006 2002 － 2006
 1 四谷・麹町 8 ↗ 2 4 ↘ 7 8 ↗ 5
 2 日本橋・人形町 12 13 11 ↘ 13 16 ↗ 13
 3 月島・勝どき 11 11 13 ↘ 15 14 15
 4 赤坂・六本木 3 ↘ 5 3 ↘ 5 4 4
 5 広尾・麻布 4 3 2 2 2 3
 6 三田・芝公園 13 ↗ 7 17 ↗ 4 7 ↘ 10
 7 白金・高輪 10 ↘ 12 7 ↘ 9 5 ↘ 8
 8 新宿 5 ↘ 8 8 ↘ 10 11 ↘ 17
 9 曙橋・若松河田 15 16 15 16 15 ↗ 6
 10 飯田橋・神楽坂 14 14 12 12 13 14
 11 青山・原宿 1 1 1 1 1 1
 12 渋谷・恵比寿 2 ↘ 4 5 ↗ 3 3 2
 13 代々木 9 9 10 6 6 7
 14 春日・白山 17 ↗ 15 16 ↗ 14 10 ↘ 12
 15 中目黒・自由が丘 6 6 6 ↘ 8 9 9
 16 池尻大橋・二子玉川 7 ↘ 10 9 ↘ 11 12 11































































したのが、図 5～ 7である。「六本木 ｣｢ 麻布




































































文集』日本建築学会 513号　1998年 11月 pp245-250
（4）大島英幹・黒川洸「地価と家賃の地域比較分析」『都市計画』日本都市計画学会
47（6）1999年 3月 pp57-62
ミリータイプの賃貸状況に関して調査する必要がある。この様な問題点を踏まえた上で、
再度調査・分析を行う必要があると考える。同時に、調査結果からファミリータイプの推
定式の妥当性を検証する必要もあると考えるが、これらは全て今後の課題としたい。
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